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令和３年７月１９日 

 

 

 

令和３年度国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所調達等合理化計画 

 

   

「独立行政法人における調達等合理化の取組の推進について」（平成 27年 5月 25日総務大

臣決定）に基づき、国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所は、事務・事業の特性を踏ま

え、ＰＤＣＡサイクルにより、公正性・透明性を確保しつつ、自律的かつ継続的に調達等の合理化

に取り組むため、令和３年度国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所調達等合理化計画

を以下のとおり定める。 

 

 

１．調達の現状と要因の分析 

(1) 国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所における令和２年度の契約状況は、表１

のようになっており、契約件数は 237件、契約金額は約 25億円である。また、競争性のある

契約は 205件（86.5％）、約 24億円（96.0％）、競争性のない契約は 32件（13.5％）、約 1億

円（4.0％）となっている。 

   新型コロナウィルス感染症の流行に伴い、当所における予算増や、公衆衛生に係る研究

が活発になったことが要因で全体的に契約件数が増加しているが、大型の契約案件が例年

より少なかったことから金額は減少している。 

 

表１ 令和２年度の国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所の調達全体像                      

                                                                                （単位：件、億円） 

     
 （注 1） 計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。 

 

 

件数 金額 件数 金額 件数 金額

87.0% 96.2% 86.5% 96.0% 45.4% -4.0%

141 25 205 24 64 -1

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0% 0%

0 0 0 0 0 0

87.0% 96.2% 86.5% 96.0% 45.4% -4.0%

141 25 205 24 64 -1

13.0% 3.8% 13.5% 4.0% 52.4% 0.0%

21 1 32 1 11 0

100% 100% 100% 100% 46.3% -3.8%

162 26 237 25 75 -1

計

競争性の

ある契約

競争性のない随意契約

合計

令和元年度 令和２年度 比較増△減

一般競争入札

企画競争・公募
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(2) 国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所における令和２年度の一者応札・応募の

状況は、表２のようになっており、契約件数は 168件（82.0％）、契約金額は約 17億円

（73.9％）である。 

前年度と比較して、一社応札の件数、金額の割合が上昇しているが、これは新型コロナウ

ィルス感染症対策等で研究ニーズが増えたことを要因として研究で使用する検査機器の導

入件数が多く、なおかつ急を要する案件が多かったことから納品までタイトなスケジュールが

要求され、対応できる業者が少なかったことが要因として挙げられる。 

 

表２ 令和２年度の国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所の一者応札・応募状況             

（単位：件、億円） 
  

 
（注 1） 計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。 

（注 2） 合計欄は、競争契約（一般競争、指名競争、企画競争、公募）を行った計数である。 

（注 3） 比較増△減の（ ）書きは、令和２年度の対令和元年度伸率である。 

 

２．重点的に取り組む分野 

上記 1の現状分析等を含め総合的な検討を行った結果、１者応札調達の改善に努めること

とする。 

調達について、１者応札を解消するため、令和 3年度においては、以下の①～➃の取組

を実施することで、適正な調達を目指す。【一者応札件数の割合を令和２年度より抑えること

を目標とする】 

  ① 入札参加業者に対してアンケートの協力を仰ぎ、入札参加の障害になっている要件を把

握し、仕様書等の改善に努める。 

  ② 入札公告日から開札日、契約日から業務開始日まで十分な準備期間をとり、業者の参

加が容易になるように努める。 

  ③ 入札公告は全て研究所ホームページに掲載し研究所内にも掲示しているが、状況によっ

ては、公告について情報提供を行い、幅広い周知に努める。 

  ➃ 業者が来所せずとも入札に参加できるように、仕様書や提出書類様式等の入札関係書

類を入札公告と併せてホームページ上に公開することで、より開かれた競争環境となるよう

に努める。 

   

３．調達に関するガバナンスの徹底 

（１） 随意契約に関する内部統制の確立 

少額随意契約以外に新たに随意契約を締結することとなる案件については、事前に契約

監視委員会の審査を受け、会計規程における「随意契約によることができる事由」との整合

性や、より競争性のある調達手続の実施の可否の観点から点検を受けることとする。 

件数 金額 件数 金額 件数 金額

(22.0%) (32.0%) (18.0%) (29.2%) (19.4%) (△ 12.5%)

31 8 37 7 6 △ 1

(78.0%) (72.0%) (82.0%) (70.8%) (52.7%) (△ 5.6%)

110 18 168 17 58 △ 1

(100%) (100%) (100%) (100%) (45.4%) (△ 4.0%)

141 25 205 24 64 △ 1

１者

合計

２者以上

令和元年度 令和２年度 比較増△減
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（２） 不祥事の発生の未然防止・再発防止のための取組 

① 予定価格が記載された書類管理の徹底。 

 コピーは最小限にするとともに、コピー時やプリントアウト時に不特定多数の目に触れるこ 

とのないように注意を徹底する。 予定価格調書は鍵のかかった金庫に保管し情報漏洩 

防止に努める。 

② 予定価格等を探ろうとする不正な働きかけへの厳正な対処 

 職員が業者等から、予定価格等を探ろうとする行為を受けた場合は、速やかに所属長に報

告を徹底し、組織内での情報共有を図り、組織として対処する。     

  

４．自己評価の実施 

   調達等合理化計画の自己評価については、各事業年度に係る業務の実績等に関する評価

の一環として、年度終了後に実施し、自己評価結果を主務大臣に報告し、主務大臣の評価を

受ける。主務大臣による評価結果を踏まえ、その後の調達等合理化計画の改定・策定等に反

映させるものとする。 

 

５．推進体制 

（１） 推進体制 

 本計画に定める各事項を着実に実施するため、理事長をチーム長とする支出点検プロジェク

トチームにより調達等合理化に取り組むものとする。 

      チーム長      理事長 

      副チーム長    理事 

      チーム員     理事長特任補佐、総務部長、総務部次長、総務部総務課長、健栄研

総務課長、総務部筑波庶務課長、総務部会計課長、健栄研会計課

長、戦略企画部戦略企画課長、総務部会計課経理係長、総務部会計

課契約第一係長、総務部会計課契約第二係長、健栄研会計課管理

係長、開発振興部企画管理課企画管理係長 

  （２） 契約監視委員会の活用 

 監事及び外部有識者によって構成する契約監視委員会は、当計画の策定及び自己評価の

際の点検を行い、その審議概要を公表する。また、契約締結後の事後点検を行い、その審議

概要を公表する。 

 

６．その他 

 調達等合理化計画及び自己評価結果等については、国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄

養研究所のホームページにて公表するものとする。 

 なお、計画の進捗状況を踏まえ、新たな取組の追加等があった場合には、調達等合理化計

画の改定を行うものとする。 

 

 


